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生涯学習野生動物・駐在所

野生動物対策の状況 問農林課林業振興室

野生鳥獣専門員

☎０１６７ （56） 2174 生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

問教育委員会社会教育担当
☎0167 （56） 2183

１月の駆除捕獲は28頭で、依然として高い水準で

推移しています。過去２カ年の状況からシカの増加

の傾向が示唆され、春に向けて捕獲の促進と捕獲個

体処理の円滑化に努めていきます。

占冠村清流大学生の募集
占
冠
村
清
流
大
学
で
は
、
令
和
４
年
度
の
新
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
７
日
（
木
）
ま
で
に
社
会
教
育
担

当
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
学
資
格

満
60
歳
以
上
の
村
民
の
方

授
業
内
容

１
一
般
教
養
に
関
す
る
こ
と

食
育
講
座
、
古
典
講
座
、

消
防
講
座
な
ど

２
運
動
や
健
康
に
関
す
る
こ
と

体
力
測
定
、
健
康
体
操
、

脳
ト
レ
な
ど

３
課
外
活
動

社
会
見
学
、
修
学
旅
行
、

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

※
授
業
内
容
は
予
告
な
く
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

授
業
回
数

月
１
回
～
２
回
（
夏
期
１

回
・
冬
期
２
回
）

学
習
時
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
（
通
学
は
自
己
手
段
で
す
）

学
習
場
所

占
冠
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
他

在
学
期
間

大
学　

４
年
制

大
学
院　

２
年
制

研
究
生　

希
望
す
る
期
間

こちら駐在所です 問占冠駐在所

☎０１６７ （56） 2110

融雪期の事故の防止　日々の雪かき　安全第一
令
和
４
年
度
に
お
け
る
学
校

開
放
利
用
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

１
対
象
団
体

10
人
以
上
の
団
体
ま
た
は
、

グ
ル
ー
プ

（
未
成
年
者
の
団
体
や
グ
ル

ー
プ
に
つ
い
て
は
、
監
督
者

と
し
て
成
人
者
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
に
限
り
対
象
と
し

ま
す
。）

２
開
放
施
設

①
占
冠
中
央
小
学
校

②
占
冠
中
学
校

③
占
冠
地
域
交
流
館

④
ト
マ
ム
学
校

３
開
放
時
間

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
４
申
込
期
限

３
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
、

社
会
教
育
担
当
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
用
団
体
会
議
を
４
月
中
旬

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
後
日
、

申
込
団
体
へ
個
別
に
通
知
い
た

し
ま
す
。

学校体育施設の開放事業申し込み

経
費傷

害
保
険
料
年
間
１
２
０
０

円
ま
た
は
、１
８
５
０
円（
年

齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

自
治
会
費
、
若
干
の
教
材
費

（
必
要
に
応
じ
て
）

清
流
大
学
で
は
、
社
会
見
学

や
修
学
旅
行
、
村
内
学
校
と
の

交
流
な
ど
の
学
習
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
楽
し
く
学
び
、
交

流
を
深
め
る
場
と
し
て
気
軽
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
現
在
は
大
学
生
、
大
学

院
生
、
研
究
生
合
わ
せ
て
22
人

の
方
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

適切な時期の氷雪下ろし

屋根からの氷雪落下による事故が発生していま

す。氷雪が屋根からせり出している軒下などは、

危険ですので近づかないようにしましょう。

道路に面してる建物を管理している方は、適切

な時期の氷雪下ろしと、氷雪が落下する危険があ

る場所については、看板やロープ等により、歩行

者に注意を促しましょう。

複数による安全を確保した氷雪下ろし

屋根の氷雪下ろし中に、はしごや屋根から転落

する事故も発生しています。作業するときは、補

助者を置くなど複数で行うとともに、命綱や安全

帯を装着するなど万全の措置を講じ、自身の安全

を確保しましょう。

除雪機による作業中の安全確保

除雪機による除雪作業中に、衣類を巻き込まれ

たり、下敷きになるなどの事故も発生しています。

除雪作業等は、作業に適した服装を着用し、エン

ジンを掛けたまま雪詰まりを取り除くなどの作業

は絶対にやめましょう。

冬ごもりから出てくる時期は、時によりばらばら

のようですが、村内では３月の活動情報は珍しくあ

りません。これまで早春期に、何らかの被害やその

恐れは生じていませんが、林業や林内のレジャーで

は遭遇への注意が必要です。食品ゴミの管理や家畜

周辺の警戒も続けていきましょう。

２月11日の「占冠村ヒグマミーティング」へは村

も担当者を参加させ、報告かたがた勉強させてもら

いました。皆さまありがとうございました。

１～２月の利用希望は少なく、新型コロナ第六波

で道外からの利用を制限したこともあり、狩猟枠の

シカ猟は低調です。３月以降は予約が多いのです

が、流行状況に即して慎重に対応していきます。

道内でも野鳥の感染が起きています。感染鳥との

濃密な接触がなければ人には心配ないとされていま

すが、お庭の餌台などで、糞や羽毛に触れる可能性

があった後は、手洗いうがいをしましょう。何羽も

の死骸が落ちている場合は、触らずに、林業振興室

へお知らせください。

◆高病原性鳥インフルエンザについて◆

①中央小学校５･６年生を対象

に、村の野生動物対策やシカ

の捕獲解体のプロセスを学ぶ

授業を実施しました（写真）。

②村の狩猟者養成事業により、

橋本陽さん（字中央）が捕獲

従事者に加わりました。これから村や他の従事者

さんらと協力して鍛錬し、捕獲力の強化を目指し

ていきます。よろしくお願いします。

◆その他◆

エゾシカ ◆猟区の入猟対応について◆

ヒグマ


